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（研究要旨）COVID-19 パンデミックに席巻された 2020 年度は、社会生活や経済活動におい

て、世界中が直接的、間接的に大きな影響を受けた 1年であった。生殖補助医療も中断を余

儀なくされ、各国の公的管理運営組織や世界の学術団体が情報収集と対策にあたった。わが

国ではこの経験をもとに、同様の新興感染症の再度発生を想定した体制整備を急ぐ必要が

ある。 

  

Ａ 研究目的 

 2019 年 12 月に中国の武漢で発生し、間

もなく世界中に拡大した新たなウイルス感

染症は、COVID-19 パンデミックとなり、2020

年度は世界中の社会生活や経済活動などす

べての分野において、直接的、間接的な大き

な影響を与えることとなった。世界中の感

染者総数は2021年 4月末時点で1.5億人を

超え、死亡者数は 300 万人を超えた。 

本研究においても、当初、昨年までのドイ

ツ、デンマークおよびスウェーデンの調査

に引き続き、配偶子・胚凍結に関するイギリ

スの調査およびスウェーデンの再調査を計

画していたが、海外渡航は実行不可能とな

り、すべての現地調査によるインタビュー

は中止に追い込まれた。 

 したがって、本報告書では、COVID-19 パ

ンデミックが生殖補助医療（ART）に与えた

影響を、主にインターネットを用いた、また

メールや SNS により得た情報に基づいて分

析し、特に各国の ART における配偶子・胚

凍結に対して、COVID-19 パンデミックがど

のような影響を与えたかを報告する。 

 

Ｂ 研究方法 

 COVID-19 パンデミックの進行に対して、

各国の ART がどのように対応したか、主に

世界保健機構(WHO)、英国ヒト受精胎生学管

理庁(HFEA)、米国疾病管理庁(CDC)など公的

機関のホームページにおける公開資料と、

ヨーロッパヒト生殖胎生学会議（ESHRE）、米

国生殖医学会（ASRM）、世界生殖学会連合

（IFFS）などの学会ホームページ公開資料、

さらに各学会から会員あてに送付されたメ

ール情報から分析した。また、必要に応じ各

国の生殖補助医療などに従事する者からメ

ールにより直接情報を得た。特に英国 HFEA

の Peter Thompson氏および Rachel Cutting

氏に深謝する。 

 本研究は、倫理面への配慮を必要とする
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研究には該当しない。 

 

Ｃ 研究結果 

１）パンデミック初期の対応 

 世界各国のうち最も早い時期にパンデミ

ックの影響を受け、ロックダウンを余儀な

くされた英国では、2020 年 1 月 30日に、ハ

ン コ ッ ク 保 健 相 が Level ４ National 

Incident を宣言し、 3 月 17 日には

NHS(National Health Service)が、全施設

に延期可能手術を 4 月 15 日以降、30 日間

中止するように要請した。もちろんこの中

には、ARTにおける採卵も含まれる。したが

って、3月 18 日には、英国生殖医学会(BFS: 

British Fertility Society)が治療中止を

各医療機関に治療中止を要請するとともに、

ART クリニックを統括する国の機関である

HFEA (Human Fertilization Embryology 

Authority)が、全クリニックの一時閉鎖を

指示した。英国ロンドンにあるクリニック

の医師は、当時 Zoomによる対面会議におい

て、事実上 ART 実施が完全に停止したこと

を認めた。 

 翌3月19日には、ESHREが声明を発出し、

十分な知見のない段階における治療による

妊娠の回避を推奨し、25 日に COVID-19 ワ

ーキンググループを設立した。4 月 2 日に

は、ガイダンスを発表し、緊急性のあるがん

生殖医療以外は延期し、特に胚移植を回避

することを推奨した。すなわち、治療中の周

期における胚凍結を求めた。 

 わが国においても、3 月 5 日に日本産科

婦人科学会が「新型コロナウイルス感染症

への対応」を発出したが、生殖医療について

の言及はなく、4 月 1 日に日本生殖医学会

からの声明が、はじめて延期可能な治療に

ついての延期を推奨するに至った。 

２）情報集積中の迅速対応 

2020 年 4 月 23日、ESHREは改めてガイダ

ンスを発表し、リスク回避をしながら ART

治療を再開するように推奨した。これは感

染状況がヨーロッパ内でも多様であったこ

とを反映し、厳しすぎる規制への疑問が提

示されたためである。より厳しい状況にあ

った英国では、5月 11日に HFEAが、適切な

対策とガイドライン遵守を誓約する各クリ

ニックからの申請により ART 治療の再開を

許可した。 

わが国においても5月18日に日本生殖医

学会から通知が出され、不妊治療の再開を

考慮するように推奨された。 

３）対応法の国際協調 

 COVID-19 感染が、妊娠分娩に与える影響

が次第に明らかになる中、2020 年 5 月 2５

日に、ARTの実行について ASRM、ESHRE、IFFS

の共同声明が出された。その内容の概要は

以下の通りであり、いずれもその後の対応

の基本的指針となるものである。 

• 患者の幸福を擁護する 

• 地域の状況を監視する 

•  サービス再開前に、予防的リスク

評価をする  

• 限られたリソースの使用を慎重に

割り当てる 

• 治療延期を含む、すべての選択肢に

ついて患者に助言する 

• 積極的なリスク軽減戦略を遵守す

る 

•  患者とスタッフの安全を最大限に

する 

• 新しい医学的所見について常に最

新情報を入手する 
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• 緊急計画を作成または改善する 

• 必要な場合は、医療を中断する準備

をする 

４）具体的な制度変更 

 COVID-19 パンデミックに対して、わが国

では治療延期を余儀なくされる女性のいる

可能性を念頭に、2020 年 4 月 9日に厚生労

働省が特定不妊治療支援事業の年齢制限を

43歳から 44歳に引き上げた。 

 英国では、2020 年 7月 1日に、卵子、精

子、胚凍結期間の制限である 10 年間をさら

に 2 年間延長した。また NHS 病院への緊急

的紹介を回避するために OHSS 発生を極力

避ける治療とすることを求め、OHSS例の全

例報告を義務付けた。これは、全胚凍結への

強い動機付けとなる。 

５）利用者への配慮 

COVID-19 パンデミックに関連して、各国

における ART 利用者からのもっとも頻度の

高い質問のひとつは、ワクチン接種に対す

る不安と疑問であった。ウイルス蛋白をコ

ードする mRNA を用いる新しいタイプのワ

クチンが現在、米国をはじめ世界中で投与

されており、妊娠直前あるいは妊娠初期に

投与することに対する不安は、当然のもの

であった。HFEAはワクチンに対する見解を

頻繁に発表・更新し続け、各学会も同様に情

報のアップデートを継続した。 

また、わが国を含む各国において、治療周

期のキャンセルや延期についての不満も数

多くあり、それらは十分理解できるもので

あった。さらに、外国で提供卵子などを使用

する治療を受けたが、渡航ができなくなっ

たため凍結胚の胚移植ができなくなったと

いう問題もわが国では生じた。 

 

Ｄ 考察 

 COVID-19 パンデミックの結果、当初目的

とする研究は実行不可能であったが、各国

の行政や学会などのパンデミックへの対応

を観察することにより、わが国の現況につ

いて課題と考えるべき、いくつかの重要な

ポイントが自動的に浮かび上がってきた。 

 第一に、想定されていない状況に対応す

るための最重要ポイントは、最新情報の収

集、解析である。生殖補助医療に関連する世

界の状況についても、web会議やメールによ

る情報交換が可能な昨今は、十分な情報収

集が可能であることが明確となり、学術団

体を含むさまざまな組織が、早期に情報を

拡散することが可能であった。しかし、情報

解析後の方針決定と施行については、混乱

が生じた部分があった。特に、一時的な治療

中止については、当時の状況ではきわめて

当然の判断であったにもかかわらず、一部

メディアによるネガティブな報道が残念で

あった。 

 第二のポイントは、あらためて HFEA や

CDC に相当する国の責任機関が存在しない

ことが、わが国の危機管理上きわめて問題

であることが、明白となったことである。も

ちろん、専門知識に基づく政策決定に、この

ような常置機関が必要であることは言うま

でもない。しかし、今回明らかとなったの

は、生殖補助医療を利用するカップルに対

して、HFEAなど公的機関が詳細で適切な情

報を継続的に提供していたことである。わ

が国においても、日本産科婦人科学会や日

本生殖医学会が情報発信をしてきたが、国

や厚生労働省からは、生殖補助医療につい

ての情報提供はなかった。国と学術団体の

発出する情報が異なる性格を持つべきこと
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は言うまでもない。 

 

Ｅ.結論 

 COVID-19 パンデミックにより、各国の生

殖補助医療を利用するカップルは大きな影

響を受けた。この経験をもとに、同様の新興

感染症の再度発生を想定した体制整備を急

ぐ必要がある。 
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